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マイペース学習への挑戦③ 

今回は、関先生のマイペース学習の授業の様子をお伝えします。どなたも挑戦して

されていない外国語で挑戦していただいています。ありがとうございます。教材の多

さと、周到な準備に驚きました。私も算数以外で実践してみたくなりました。 

 

６年外国語「Where is it from.」 

２時間目（全８時間）※前時は一斉、２～５時間目マイペース、６～８時間目一斉 

 →マイペース学習で行うのは、スピーチを行うための学習部分。 

 

①多様な教材、困ったときの手助けになる手引きや資料、デジタル教科書の有効活用 

先生が用意したロイロの教材で行う人、デジタル教科書を使って学習を進める人、

音声を聞いて分かったことを教科書に書き込む人、みんなでチャンツを歌うグループ

など、自分で、今の学習に必要な教材を選んで、学習を進める姿に驚きました。選ぶ

ための教材の準備が素晴らしいなと感じました。ロイロの教材は、ステージごとに作

ってあるようでした。ロイロのウェブページ結構使えます！！ 

また、子ども達が自分でどんどん進められるのには、前の単元までの学習の成果だ

なと思いました。一斉学習で、学習のやり方を学んでおくことで、個別に生かされる

と感じました。一斉学習の力が生きている本時でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学習の途中で軌道修正 

残り１５分のところで、学習を止め、学習を進める上で注目してほしいポイントを

確認する時間を取られていました。違う方向に逸れないように、押さえたいことを伝

えていました。また、こんなものが使えるなどの紹介もされていました。話を聞いて、

はっと気が付いたり、学習の内容を変えたりする児童もいると感じ、途中で、軌道修

正したり、追加の情報を与えることの大切さを学ばせていただきました。 

 

③丁寧な声がけ 

一人一人の様子を確認し、励ましたり、何をし

ているのかを確認したりと児童に声がけをされ

ていました。 

関先生とアーロン先生が、見取りが難しいとお

っしゃっていました。外国語では、インプットし

たことをどんどん話してアウトプットすること

が大切だそうです。イヤホンをして黙々と学習し

ていると、本当に分かっているのか、分かってい

ないのかを把握するのが難しいそうです。教科に

よって課題や悩みは違うなと感じました。 
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